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年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
の
投
資
差
止
め
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

ノ
ル
ウ
ェ
ー
政
府
年
金
基
金
グ
ロ
ー
バ
ル
（
以
下
「
Ｇ
Ｐ
Ｆ
Ｇ
」
と
い
う
。
）
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
財
務
省
が
所
有
し
、
同
省

に
代
わ
っ
て
ノ
ル
ウ
ェ
ー
中
央
銀
行
の
投
資
管
理
部
が
運
用
す
る
、
世
界
最
大
級
の
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
で
あ
る
。
こ
の
基
金

は
、
同
省
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
倫
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
倫
理
評
議
会
が
企
業
の
行
動
を
監
視
し
、
倫
理
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
抵
触
し
た
と
判
断
さ
れ
た
企
業
を
投
資
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
を
勧
告
す
る
仕
組
み
を
採
用
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い

る
。 

 

二
〇
二
五
年
五
月
、
Ｇ
Ｐ
Ｆ
Ｇ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
で
あ
る
パ
ズ
・
リ
テ
ー
ル
・
ア
ン
ド
・
エ
ナ
ジ
ー
社
の

株
式
を
全
て
売
却
し
た
と
報
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
同
社
が
イ
ス
ラ
エ
ル
占
領
下
の
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
に
あ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の

入
植
地
に
燃
料
を
供
給
す
る
イ
ン
フ
ラ
を
所
有
・
運
営
し
て
い
た
こ
と
が
倫
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
抵
触
し
た
た
め
と
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
二
〇
二
四
年
十
二
月
に
も
、
Ｇ
Ｐ
Ｆ
Ｇ
は
、
同
様
の
理
由
に
よ
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
通
信
会
社
で
あ
る
ベ
ゼ
ッ
ク

社
の
株
式
を
全
て
売
却
し
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。 

 

一
方
、
日
本
の
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
（
以
下
「
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
」
と
い
う
。
）
は
、
経
営
委
員
会
の
監
督
の
も

と
、
運
用
受
託
機
関
を
通
じ
て
投
資
を
行
っ
て
い
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
は
、
法
令
上
、
株
式
の
投
資
判
断
に
つ
い
て
は
、
運
用
受
託
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機
関
に
一
任
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
政
府
及
び
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
は
、
株
式
の
個
別
銘
柄
を
選
定
又
は
除
外
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

二
〇
二
四
年
三
月
末
時
点
に
お
い
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
は
ベ
ゼ
ッ
ク
社
の
株
式
を
時
価
総
額
で
二
億
三
千
九
百
四
十
六
万
千
三
百

十
三
円
保
有
し
て
い
た
こ
と
が
開
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
こ
で
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
は
、
前
述
の
パ
ズ
・
リ
テ
ー
ル
・
ア
ン
ド
・
エ
ナ
ジ
ー
社
及
び
ベ
ゼ
ッ
ク
社
の
株
式
を
現
在
保
有
し
て
い
る

か
。
保
有
し
て
い
る
場
合
は
、
保
有
株
式
数
及
び
時
価
総
額
に
つ
い
て
、
政
府
の
把
握
す
る
と
こ
ろ
を
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
限

り
示
さ
れ
た
い
。 

二 

一
に
挙
げ
た
企
業
の
株
式
を
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
が
現
在
も
保
有
し
て
い
る
場
合
、
Ｇ
Ｐ
Ｆ
Ｇ
の
倫
理
評
議
会
が
人
権
侵
害
等
を
理

由
と
し
て
投
資
対
象
か
ら
の
除
外
を
勧
告
し
た
企
業
に
対
し
、
日
本
の
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
が
引
き
続
き
投
資
し
て
い
る
事
実
に
つ
い

て
、
制
度
的
及
び
倫
理
的
観
点
か
ら
の
政
府
の
見
解
を
そ
れ
ぞ
れ
伺
う
。 

三 

Ｇ
Ｐ
Ｆ
Ｇ
を
含
む
世
界
最
大
級
の
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
が
、
人
権
侵
害
の
懸
念
を
理
由
と
し
て
特
定
の
銘
柄
を
売
却
し
た
場

合
、
当
該
銘
柄
の
市
場
価
値
が
下
落
し
、
そ
れ
を
保
有
し
続
け
る
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
の
運
用
実
績
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
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る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
は
人
権
侵
害
が
懸
念
さ
れ
る
銘
柄
へ
の
投
資
を
差
し
止
め
る
措
置
を
制
度
的
に
設
け
る
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
う
。 

四 

Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
が
採
用
し
て
い
る
人
権
侵
害
等
に
関
す
る
監
視
基
準
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
倫
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
比
較
し
て
、

同
様
の
厳
格
さ
や
透
明
性
を
有
し
て
い
る
と
考
え
る
か
。 

五 

年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
法
第
二
十
七
条
第
一
項
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
「
必
要
な
措
置
を
と
る
こ

と
」
を
求
め
た
前
例
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
人
権
侵
害
等
の
懸
念
を
理
由
に
、
厚
生
労
働
大
臣
が
特
定
銘
柄
へ
の
投
資

を
差
し
止
め
る
可
能
性
又
は
権
限
は
あ
る
の
か
。 

六 

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ケ
ー
ス
を
鑑
み
て
も
、
人
権
侵
害
等
の
懸
念
の
あ
る
企
業
に
対
す
る
投
資
は
他
国
の
投
資
機
関
が
突
然
資

金
を
引
き
揚
げ
る
と
い
っ
た
株
価
等
の
下
落
リ
ス
ク
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
う
し
た
リ
ス
ク
を
避
け
る

た
め
、
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
の
資
金
が
人
権
侵
害
等
の
懸
念
の
な
い
企
業
・
証
券
に
投
資
さ
れ
る
よ
う
、
運
用
受
託
機
関
と
の
契
約
に

お
い
て
、
具
体
的
な
規
定
は
設
け
ら
れ
て
い
る
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


